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所信声明 

助産師の基礎および現任教育 
Basic and Ongoing Education for Midwives 

 

背景 

助産は専門職であり、知識、技能、行動の独自な体系および、他の保健分野と共有する能力と知

識を持つ。その知識と能力の多くは、助産師およびその他によって実施された研究の結果として

のエビデンスに立脚している。したがって、助産の知識と能力は、新しく質の高い研究から得ら

れた知見にもとづいて常に見直し修正されるものである。現在、多くの国では助産師が就業前教

育以上の助産教育を受ける機会がない。 

 

見解 

ICM は、助産師自身が各自の国・地域の持つ背景とニーズの中で、助産教育と実践を主導し定義

することができるように取り組んでいく。 

 

ICM は、ICM「助産師教育の世界基準」にもとづき、ICM「基本的助産実践に必須なコンピテン

シー（2010）」を取り入れた複数の正式な教育課程を通じて、助産の能力が達成されると考える。

また、すべての助産教育者は理論と実践において十分な能力を有するべきであり、継続的な専門

能力開発を確保するために学習は継続されるものと考える。 

 

ICM はさらに、常に実践において安全性と最新性を維持することは、助産師一人ひとりの倫理的

義務であると考える。したがって、継続教育は実践にあたるすべての助産師の義務とされるべき

である。 

 

上記を踏まえ、ICM は以下を行う。 

 

 助産師の実践の能力は、「基本的助産実践に必須なコンピテンシー（2010）」にもとづいて、

個人・家族のニーズと助産師が実践する世界の地域に沿って、それぞれの場所で定義され

るべきであることを認識し、これを要求する。 

 これらの助産実践の必須能力は、助産カリキュラムのデザインと実践に含められるべきで

あることを支持し、これを要求する。 

 ICM「助産師の定義（2011）」に定められている助産師役割を最大限に実践するために必要

な知識と技能と専門職としての行動を身に着けるための機会が、カリキュラムによってす

べての学習者に提供されることを義務づける。 

 様々な助産師資格の取得課程があるため、、ICM「助産師教育の世界基準（2011）」に基づい

た多様な教育プログラムがあることを認め、これを支持する。 
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 助産教育者は ICM の基準と WHO の勧告に沿って、その理論と臨床実践の安全性と最新性

を維持するべきであることを認識し、これを要求する。 

 継続教育が個々の助産実践の安全性と最新性に果たす決定的に重要な役割を認識する。ICM

「助産師の倫理綱領（2014）」に定められている助産知識と実践の発展のための倫理義務に

従って、継続教育の更新を義務づけることを会員協会に求める。 

 助産師の役割を強化・発展させるために、継続的な専門能力開発の制度を規定し実施すべ

きであることを認識する。 

 

会員協会への指針 

会員協会に対し、ICM 基準と能力に沿った基礎教育と継続教育を支援することを求める。助産師

による助産教育の管理が行われていない地域では、これを実現する目的で協会が政府およびその

他の規制機関と交渉することを勧める。 
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